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第 4 章から第 6 章では、個人情報についての開示と公開の問題を中心に検討し、あわせて、
第 4 章と第 6 章では、社会的養護の記録管理に関わる専門職の課題について分析した。 
第 4 章では、オーストラリアで実施された性的虐待に関する調査から、社会的養護の記録と
レコードキーピングの役割について検証するために、オーストラリアアーキビスト協会を中心
とした専門職団体の提言について分析を行った。第 1 節では、調査を行う王立委員会が公表し
た専門調査報告書で報告された施設における記録管理を改善していくための 5 原則を検証し、
正確な記録の作成や保管が子どもにとって最善の利益となることを明らかにした。第2節では、
オーストラリアのアーキビスト協会が、王立委員会の虐待調査に対して公表した記録管理に関
する提言から、社会的養護の記録管理についての専門職団体の取り組みについて論究した。第
3 節では、施設で養育される子どもを記録の対象として見るのではなく、記録の共同作成者と
してとらえる新たな見方が提唱されたのを受け、正確な記録管理は、子どもの権利を尊重する
だけでなく、虐待の予防や早期発見にも繋がるものであることを確認した。 
第 5 章では、日本の社会的養護の選択肢の一つとして関心が高まっている養子縁組の記録管
理について、民間の養子縁組あっせん機関の調査と各国の法制度から分析を行った。さらに、
その結果を踏まえ、将来的に日本ではどのような記録管理体制が最適であるか、当事者(養子、
養父母、実父母)が記録へアクセスする過程で直面する課題について検証した。第 1 節では、
従来の日本の養子縁組制度と記録管理について考察した。日本では第二次世界大戦以降、海外
へ渡った養子に関する記録は、廃棄されていることが多く、国も養子としての海外への正確な
渡航者数を把握していないことが確認された。第 2 節では、近年養子縁組特例法を改正し、養
子縁組に関する記録や情報を管理する中央養子縁組院を設立した韓国の事例から、養子縁組の
記録管理に必要な法律と当事者が記録にアクセスする際の支援体制について分析した。記録の
公開については、立場の異なる当事者に合わせて対応し、個人情報の扱いも慎重に行われてい
ることが示された。第 3 節では、日本で養子縁組のあっせんを行う団体を対象に記録管理とア
クセス支援に関する訪問調査を行い、記録管理とアクセス支援の現状と、将来的に記録管理を
継続していく上での課題について明らかにした。 
第 6 章では、社会的養護の記録へのアクセス過程で、ケアリーヴァーを支援する記録の専門
職としてのアーキビストの役割について検証を行った。第 1 節では、アーカイブズの国際機関
である国際公文書館会議が公表したアーカイブズのアクセスの原則とガイダンスについて着
目した。原則では、人権を侵害された被害者たちが、彼らの主張をするために必要な記録への
アクセスを認めていた。第 2 節では、記録の専門職が、社会的養護に関する記録をケアリーヴ
ァーに提供する上で、直面した原則と実践の間の相違について明らかにした。第 3 節では、社
会的養護の記録をケアリーヴァーに提供する際に、アーキビストには、記録に含まれる個人情
報への配慮と当事者各々のニーズに合致するサービスの提供が求められることを導出した。 
終章では、前章までの議論から、社会的養護における記録とアーキビストの役割について再
考するとともに、ケアリーヴァーが安定したアクセスを獲得するための支援体制について、提
示する。社会的養護に関する記録は、ケアリーヴァーの人生を揺るがしかねないセンシティブ
な情報が含まれる。そのため、その記録の提供には、記録に含まれる個人情報に配慮して提供
するだけでなく、ケアワーカーや心理職などをはじめとする異なる分野の専門家と連携が必要
である。結論として、記録の専門家であるアーキビストは、社会的養護の記録とケアリーヴァ
ーの間の介在者であるだけでなく、アクセスによって影響をうける当事者と他の専門職との間
の調整役としての役割が求められる。 
以上、本研究では、日本における社会的養護にかかわる記録管理と、当該記録へのケアリー
ヴァーのアクセス支援のために必要となる要件と、乗り越えるべき課題と方法を明らかにした。 
